
資料１ 

（仮称）栗東市手話言語及び障がい者のコミュニケーション支援に関する条例 

当事者からの聞き取りであった主な意見 

 

栗東市視覚障害者福祉協会     3/11（月） 11：00～11：15 （1名） 

3/23（土） 15：00～16：00 （9名） 

 

 

１．コミュニケーションについて 

① 図書館で、図書の内容を読み聞かせてくれる音訳を利用したい。 

 

② 重度の視覚障がい者はガイドヘルパーが必要。事前に申請が必要だが、ガ

イドヘルパーがつくと状況説明してくれる。困っていることはあまりな

い。 

 

③ 視覚障がい者が聴覚障がい者とコミュニケーションをとる時、聴覚障がい

者に声が伝わらず、逆に視覚障がい者は聴覚障がい者の手話が見えず、困

ることがある。 

 

④ 最近視覚障がいだけでなく、耳も遠くなり、生返事をすることが多くなっ

た。他者とのコミュニケーションが難しい。テレビの手話ニュースが分か

りやすく、より一般的になればと思う。 

 

２．障がい者理解・啓発について 

① 銀行の ATM 機械を利用した際、画面がはっきり見えず、何度も入力を誤

り、職員に不審者扱いされてしまった。たまたま白杖を持ち歩いていなか

ったこともあり、タイミングが悪く、大変困った。 

 

② 「目が悪い人は白杖をつけ」と言われたことがある。 

 

③ 白杖について知らない人がいる。子どもの頃から教育の場で周知しないと

いけない。高校の授業でも取り上げて、啓発が必要。 

 

④ 視覚障がい者は、声をかけられても気づかず、無視されていると思われて

しまうことがある。当事者としては悪気があってしているわけではない。 
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⑤ 社会の中には、様々な点で健常者との差がある。当事者になってみて、初

めて分かることがある。健常者にも同じレベルに立って考えてもらいた

い。 

 

⑥ 災害時の訓練を行った際に、健常者中心に話が進められており、障がい者

は足手まといになるだけというような印象を受けた。一番困っている人

を中心に考えていない。弱い立場の人の話が積み上げられておらず、意見

を言うと「後から考えるから」と言われた。 

 

⑦ 防災の取り組みで、障がい者とコミュニケーションをとって考えましょ

うという流れがないことが残念。 

 

⑧ 手引きを申し出てくれる人の中に、良い方法がわからず、正面から手を持

って引こうとする人がいる。そうされると、当事者は怖いと感じてしま

う。腕を持つ方が安心。学校教育の場で視覚障がいについて、教えてほし

い。 

 

⑨ ヘルプマークの普及が充分に進んでいない。持っていても役立っていな

い気がする。 

 

３．その他 

① 明石市でどのように条例がつくられていったのか、分析する必要がある。

条例検討を、手話言語とコミュニケーション支援を混在させた中で進め、

市民に広めていくためには、実際コミュニケーションをとっていくこと

の積み重ねが大事。 

 

② 生きた条文をつくるには、つくる人と意見を言う人が必要で、その過程が

大事。障がい分野だけでなく、自治振興課や教育委員会とも連携してほし

い。 

 

③ 当事者の想いは、直接聞かないと、なかなか伝わらない。 

 


